






要約:120 名の妊婦を対象仁、Zung の自記式うつ病評価尺度(SDS)と感情病及び精神分裂病

用面接基準(SADS)による構造化面接を、妊娠初期、妊娠後期、産後 5日目、産後 1力か月

目に行い、SADS 面接結果から引き出した研究用診断基準(RDC)の定型うつ病及び準定型う

つ病を外的指標として、SDS の診断妥当性を検討した。項目の単純合計による SDS 得点は

妊娠初期には高い妥当性を示すが、以降の調査時点ではその妥当性か著しく低下する。そ

こで今回は、SDS 項目から、RDC の定型うつ病あるいは準定型うつ病のいずれかに一致す

るように計算式(SDS による RDC 様診断)を作成し、この値(陽性.陰性の 2 件法)の妥当性

を見たところ、各時点で中程度の妥当性指標を得ることかできた。また、SDS による RDC

様診断では、高い陰性的中率と、低いながら(約 0.25)各時点でほぼ共通した陽性的中率

が得られた。このことは、SDS による RDC 様診断そのものから周産期のうつ病を確定する

ことはできないが、うつ病のスクリーニングには有用であることを示唆している。


